
あなたが購入したパソコンには、Microsoft社の Office系ソフトが入っています。 

 

この Office系ソフト（具体的には、Word, Excel, Powerpointなど）を利用するために 

ライセンス認証（ソフトの違法コピー防止が目的）と言って、 

プロダクトキー（通称キーコードと呼ばれ、２５桁の英数字の組み合わせ））が割り当てら

れています。 

 

このキーコードをインターネット経由でMicrosoft社に登録して 

初めて Office系ソフトを利用することが出来ます。 

 

例えば、万が一、不測の事態によりパソコンが故障し、 

購入した店からMicrosoftにパソコンを送り届けて, 

修理依頼を掛けてもMicrosoft社より「キーコード」の確認を求められる場合が有ります。 

 

このように、不測の事態だけでなく、 

Office系ソフトの利用許可もキーコードの入力から始まりますので 

非常に重要な意味を持ちます。 

 

キーコードは、名刺大のカードに印刷されていますので、 

紛失しないよう大切に保管しなければなりません。 

 

 


